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〈研修を進める上での配慮事項〉  

① 研修内容については予告し、また、可能であれば、公開保育を行う幼稚園等の要覧や指

導計画などを事前に配布して、園の実態や各学年の指導計画などを参加者が余裕をも

って把握できるようにしておく。 

② ①を踏まえ、参加者は、幼稚園教育要領解説などを通して、幼稚園教育の基本について

の理解を深めたり、「幼児期の教育で育みたい資質・能力」「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」「５領域」のそれぞれの理解と関連の理解を深めたりしておくとよい。ま

た、自分の保育における課題は何かをイメージし、本研修に参加することで何が学びた

いのかを考えておくとよい。 

③ グループに分かれての協議では、同じキャリアステージの参加者が集まったグループ

ではキャリアの特徴に応じた悩みや不安なども共有しながら、じっくりと話し合いを

進めることができる。様々なキャリアステージの参加者が集まったグループでは多様

な視点から幼児理解や援助について話し合うことで理解が深まる。 

 

〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

文部科学省 HP より参考資料・動画   

・文部科学省 HP「研修について」には、研修に活用できる動画・資料が掲載されている。  

本研修例に関連しては、「指導計画の作成と保育の展開について(仮称)2 (動画)」の動

画や資料がある。本研修の事前の学習教材として活用したり、研究協議を始める前に、

参加者で視聴したりするなどの活用が考えられる。 

文部科学省 HP「研修について」 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/07121724/1296261_00001.htm 

（2021 年 1 月 29 日閲覧） 

模造紙と付箋の活用   

・本研修事例の研究協議では、模造紙と付箋を活用して、公開保育での子供の姿や教師の

援助、環境構成の工夫等に関する気付きを共有したり、「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を視点に子供の育ちや必要となる教師の援助について話し合いを行ったりし

ていく。模造紙の上部に公開保育当日の指導案からねらい・内容、保育の振り返りの視

点等を記載したものを準備しておき（図１）、公開保育終了後、研究協議の前に、参加

者は、公開保育の際のメモ等をもとに、気付き 1 件を 1枚の付箋になるよう記載し、該

当する学年・学級の模造紙に貼る（図２）。このとき、子供の姿、教師の援助、環境構

成の工夫など視点に応じて付箋の色をあらかじめ決めておいてもよい。 

・付箋の内容を整理して、気付きを共有して保育を振り返りながら、「幼児期の終わりま

でに育ってほしい姿」を視点として、付箋を整理していく（図 3）。最後に、余白部分

に、明日の保育につながる気付きを加筆する（図 4）。 

・振り返りの視点の設定を工夫することで参加者のキャリアに応じた研修につながる。 
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【図 1】 

 

【図 2】           【図 3】          【図 4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・子供に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」につながるどのような姿が見られた

か。それらの姿から子供にどのような資質・能力が育ちつつあるのか。「５領域」の視

点から子供はどのような発達をしつつあるのかなどについて捉えることができたか。 

・各年齢にふさわしい生活や遊びを通して資質・能力を育むための援助や環境を考える

ことができたか。 

・保育を振り返りから、次の保育を構想することができたか。本研修を自分の保育の課

題に照らして、自分の保育実践につなげる手がかりを得ることができたか。 
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研修モデル４ 「短期の指導計画の作成・実施・評価・改善」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・保育の構想を具体化するための短期指導計画の意義 

・短期指導計画の作成・実施・評価・改善の方法 

〈主な研修の方法・形態〉 

・指導案持ち寄り・協議 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｂ－(8）ねらいと内容の組織化を図り、教育の道筋をつくっていく力 

   (9) 園や学級、子供の実態から保育を構想し、指導計画を作成する力 

    (11)指導計画の評価から、次の指導計画を作成する力 

特に、(11)を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力(P24.25 参照) 

・教育課程と長期・短期の指導計画との関連を理解し、日々の保育につなげ

る力 

・子供の実態を的確に捉え、指導計画を作成する力 

・体験の多様性や連続性を踏まえ、指導計画を構想する力 

・日々の保育を振り返り評価し、明日の保育につなげる力 

・長期・短期の指導計画を組織的に反省・評価する力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・保育を構想する力は、指導計画の形をとって初めて保育活動として具体化され

る。保育の構想が、着実に幼児の心身の発達に寄与するためには、長期の指導

計画及び短期の指導計画の作成・実施・評価・改善の手順を知ることが重要と

なる。本研修では、協議を通じて、自身の構想を実現する力を付けていく。 

・研修では、事前に作成した指導案を参加者が持ち寄り、協議をすることで、他

の教師の意見や考えを取り入れ、保育を構想する力を具体化する手段を身に付

けていくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・保育の構想を具体化するための、短期指導計画（週案と日案）の意味・意義を理解す

る。 

・短期指導計画の立案と実践に関する評価・反省、改善の仕方を理解し、日々の保育

実践のツールとして役立てる姿勢を身に付ける。 
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研修計画（120 分） 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

 

 

40 分 

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

10 分 

本日の研修の流れの説明 

 

1.自身が保育実践を行なった指導案を

持ち寄り、ワークシート１に記入す

る。 

 

2.5,6名単位のグループに別れ、自身の

工夫した点、苦労した点等を意見交

換し、協議する。 

 

3.短期指導計画の意味（講義） 

・教育課程と指導計画の関連 

・短期指導計画と長期指導計画の関連 

・短期指導計画の作成の流れ 

 

 

4.意見交換 

「3.」の講義内容を踏まえ、「2.」のグ

ループに再び別れ、各自持ち寄った

指導計画について、どのように自身

で評価をしてきたか、また他者から

評価をされたかを意見交換をする。

今後のよりよい指導計画作りのた

め、評価と改善のための具体的なア

イデアを出し合う。 

 

5.各グループから 1 名を代表とし、指

導案の作成・実施・評価・改善手順に

おいて、工夫・コツなど、まとまった

意見を発表する。 

 

6.講師による助言・講評 

 

                  

 

（ワークシート１参照） 

 

 

 

 

 

 

（講義のプレゼンテーション・スライ

ドの事例 参照） 

 

 

 

●育成する資質・能力との関連 

短期指導計画の作成者としての意

識を深める。 

●育成する資質・能力との関連 

短期指導計画の作成から改善ま

での流れを把握する。 

●育成する資質・能力との関連 

自身の短期指導計画とその評価

についての視点を明確にする。 

●育成する資質・能力との関連 

短期指導計画の作成者として、他

者の意見や考えを受け入れ、自分

のものとして取り入れる。 
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〈研修を進める上での配慮事項〉  

① 各自持ち寄る短期指導計画（日案）は、自身の最良と思えるものを用意する。 

② 短期指導計画は園により形式が異なっている点にも配慮し、他園に敬意を払い、研修

に臨むよう心掛ける。 

③ 協議は、参加者が批判し合うことが目的ではなく、保育実践のモチベーションを高め

るために行うものであることに留意する。 

④ 教育課程に照らして短期指導計画を改善していく視点を明確にする。 

※新規採用者向けの研修の場合は、ベテラン教師等がファシリテーターとしてグループに

加わり、指導計画に関する基礎的事項について、助言することもできる。 

 

〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

講義のプレゼンテーション・スライドの事例 

・教育課程と指導計画の関係 

・長期指導計画、短期指導計画の関係 

・短期指導計画の作成の全体の流れ 

・子供の姿の振り返りと記録 

・ねらいと内容の設定 

・環境の構成 

・保育者の援助 

・実践・評価・改善の視点 

 

ワークシート１ 

①  ワークシート１の目的 

・参加者が指導案を持ち寄る際、園により指導案の形式が異なっていることもある。そ

こでワークシートの視点で見直し書き込むことにより、参加者が共通のテーマの協議

資料とすることができる。 

・研修終了後に、研修の記録の一つとして役立てることができる。 

 

②  ワークシート１を作成する際の留意事項 

・ワークシートには、自身の考え・思いを率直に表現し、書き込む。 

・教育課程に照らし、自身の指導案の位置を踏まえて、記入する。 

・指導計画の作成と実践を通して、工夫した箇所、皆で共有したい情報などを積極的に  

書き込む。 

・教師自身が指導案を作成する時にヒントとしたこと等も積極的に書き込む。 

・協議の際、他の参加者の意見や考えを記録するため、自身が書き込んだものと区別す 

るよう、適宜、工夫する。 
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③ ワークシート１：指導案作成から改善の流れの中で共有したい情報 

 指導案作成か

ら改善へ 
工夫したこと 共有したい情報 

子供の姿の振り

返りと記録 

 

 

 

 

ねらいと内容の

設定 

 

 

 

 

 

環境の構成  

 

 

 

 

教師の援助  

 

 

 

 

実践・評価・改

善の視点 

 

 

 

 

 

メモ 

 

 

 

 

文部科学省『幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開』（ｐ63）参照。 
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豊かな体験を創り出す力 

研修モデル５ 「遊びを生み出す環境の構成と援助」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・子供の活動の理解と援助 

 ・遊びを通しての総合的な指導 

 ・遊びを生み出す環境の構成と援助 

〈主な研修の方法・形態〉 

・ビデオ演習 ・各自の実践事例を持ち寄り協議 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｃ－(14)教材のもつ可能性を見いだして、活動を豊かにする力 

(15)指導の過程を振り返り、よりよい実践を追究する力  

特に、(14)を育んでいくために特に本研修において身に付けたい力(P28.29 参照) 

・子供の発想に共感し、それを環境に取り込む力 

・日々の保育を記録し省察する力 

・教材を研究し、自らの保育技術を磨く力 

・遊びの中での学びが実現するための環境を構成する力 

・活動の流れに即して環境を再構成する力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・豊かな体験を創り出すためには、子供の発想に共感しそれを環境に取り込む力

や、遊びの中での学びが実現するための環境を構成する力が重要となる。本研

修では、子供の姿を多様な視点から読み取ることや、それをもとにした具体的

な環境や教材の工夫を学び、実践力を身に付けていく。 

・研修では、映像資料を通して子供の活動の理解や教師の援助、環境の工夫につ

いて協議できるようにした。また、実践を写真で持ち寄ることで、みずみずし

い感性の刺激を受け合うとともに、各園の環境を知り、具体的な教材の工夫を

学び合うことができるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・保育環境の重要性を認識し、多様な視点から自園の環境を見直し、教材を工夫する力

を身に付ける。 

・実践事例の発表と協議を通して、子供の活動の理解を深めるとともに、遊びを生み出

す環境の工夫と援助の在り方を考える。 

・遊びが充実するための教材研究と環境の構成・再構成力を修得する。 
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研修計画（120 分×2） 

〇2 回として構成しているが、連続受講でも単独受講としても可能な構成にしてある。 

 

＜第１回＞（120 分） 

・主に保育室内の環境について、構成する視点や工夫例の講義を聞く。 

・映像資料をもとに KJ 法によるグループディスカッションと発表を行う。   

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

50 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 分 

1.講義：環境の構成について学ぶ。 

・環境の構成について基本的な考え方

を理解する。 

・長期、短期の視点で構成するもの、

教師の意図と子供の主体性の両面か

ら構成することを考える。 

・具体的な教材や環境の工夫例を知

る。 

 

2.実践場面の映像を視聴することか

ら、具体的な教材、環境、援助の工

夫を捉える 

・ビデオ内の「くろひげレストラン」

を視聴する。 

・付箋に各自の読み取りを記入する。 

① 映像に見られる子供の活動の姿

と、そこで経験している内容の

読み取り（青付箋） 

② 具体的な教材、環境と、その意図

の読み取り（赤付箋） 

③ 映像に見られる具体的な援助

と、その意図の読み取り（黄色付

箋） 

・グループで協議する。 

 青、赤、黄色付箋をまとめながら、

子供の経験、教材、環境、援助のポ

イントを模造紙にまとめる。 

 

3.発表とまとめ 

 

4.次の研修に向けて課題の説明 

（期間をあけた連続講座の場合） 

研修教材 

・文部科学省『幼稚園教育要領解説』 

pp.30-32、pp.41-44 

『幼児の思いをつなぐ指導計画の作

成と保育の展開』pp15-22、pp95-100 

・レジメ 

・パワポ 

 

 

 

 

                  

映像資料 

・「くろひげレストラン」のエピソード

は、ビデオ「3 年間の保育記録、〈5 歳

児〉育ちあい学びあう生活のなかで」

（岩波映像）の一部 

・付箋（青・赤・黄色） 

・模造紙 

 

グループ編成 

●育成する資質・能力との関連 

環境を通して行う教育の基本を確

認する。 

●育成する資質・能力との関連 

子供の姿と教師の援助や環境の工

夫について読み解くことで、遊び

の充実を考える。 
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＜第２回＞（120 分） 

・実践の写真を持ち寄り、教材や環境、援助の工夫をグループで協議、発表を行う。 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

60 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

40 分 

1.自分の実践を発表し、お互いの実践

の中から、教材、環境、援助の工夫

の協議 

・ごっこ遊びのコーナーや実際に使用

しているものなどの写真、実際にそ

こで遊んでいる子供もの写真を見せ

ながら、実践の報告をする。 

・教材、環境とその意図（赤付箋）・援

助とその意図（黄色付箋）に記入し

たものを示しながら、保育の意図を

説明する。 

 

2.グループ発表 

・ごっこ遊びが充実するための教材、

環境、援助について、グループ協議

してまとめたものをポスター発表し

ていく。 

・グループが多いときは前後 2 群に分

けて発表する。 

 

3.講師によるまとめ 

・子供の興味や関心に沿った教材研究

について 

・遊びが充実するための「遊びの場づ

くり」「遊びに必要な物」について 

・遊びが充実するための発達に応じた

教師の援助の要点について 

・グループごとのポスターを掲示し、

参加者がポスターの内容を写真に撮

影できるようにする 

・アンケートを行う。 

 

グループ編成 

・付箋（赤・青） 

・模造紙 

                

 

〈研修を進める上での配慮事項〉  

① ＜第２回＞研修では、受講生が持参する写真の準備が必要となる。研修の趣旨を踏ま

えてそれぞれが教材や環境の工夫を行って保育実践に取り組む期間も考慮したい。そ

のため、＜第１回＞と＜第２回＞の研修日の設定で期間が空いていると、＜第１回＞

研修の成果を踏まえて自分の実践を試すことができる。単独研修として実施する場合

には、2 か月程度前には受講生に、実践の写真を用意するよう知らせる必要がある。 

●育成する資質・能力との関連 

写真を用いることで、具体的な教

材や環境、援助の工夫を学び合

う。 

●育成する資質・能力との関連 

グループ内の話し合いで終えるの

ではなく、グループ間でも相互に

学びを共有することができるよう

に工夫する。 
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② ＜第２回＞研修で持ち寄る実践は「ごっこ遊び」などテーマを決めておくことで、グル

ープワークの結果をまとめやすい。＜第１回＞研修で使用したビデオの場面が「くろ

ひげレストラン」ということもあり、同じ遊びで継続した研修としている。 

③ 「自分のクラスでごっこ遊びがでない」という参加者については、「ままごとコーナー

での遊び」や「砂場でのごっこ遊び」など、事例が持ち寄れるような助言を行う。 

④ ＜第２回＞研修で持ち寄る写真は、1 枚を A4 程度にプリントアウトして持参する。グ 

ループで話す際に見やすいことが重要である。写真に写っている子供の様子などは個

人情報となることに留意し、研修で学び合うために見せ合うことを伝え、参加者同士

で勝手に撮影しないことや、紛失しないよう園に持ち帰ることなどを注意する。 

  

〈研修に使う教材（付箋等）や研修資料〉 

配布資料 付箋に書いたことをポスターにまとめるアイデア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・遊びを楽しむ子供の理解を深め、そこで経験している内容や次に育てたい方向性など

を見いだしていたか。 

・身近な物や道具を活用して、様々な遊びに使う教材ができることを学び合い、自分の

実践に取り入れていこうとしたか。 

・遊びの展開に必要な場・ものの準備や、具体的な援助の重要性が分かり、自分の保育

室の環境や援助を見直していこうとしたか。 

『KJ 法のやり⽅とコツ/アイデアをまとめる⼿順をわかりやすく解説』（⾼⽊浩⼀） 
https://swingroot.com/kj-method/ （2021.02.17 閲覧） 
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研修モデル６ 「よりよい園環境の創造」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・園環境の特色と活用（室内・戸外） 

・子供の生活空間としての施設・設備の整備の在り方 

・園環境の見直しと工夫・改善 

〈主な研修の方法・形態〉 

・課題をもとにしたグループワーク 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｃ－（14）教材のもつ可能性を見いだして、活動を豊かにする力 

（16）園の特色を生かした園環境をデザインする力 

特に、（16）を育んでいくために本研修において身に付けたい力(P28.29 参照)  

・遊びの中での学びが実現するための環境を構成する力 

・園の特色や地域の実態を理解し、よりよい園環境を創り出す力 

・遊びや生活の動線を意識して施設・空間を生かす力 

 

 

 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・豊かな体験を創り出すためには、環境を通して行う教育の在り方を理解し、それ

を実現するための具体的な環境を構成することが重要である。自園の環境をよく

見つめ、他園の教員と話し合う中で、自園の環境を工夫・改善するための手掛か

りを得る。 

・研修では、園環境見直しのきっかけとして、どの園にも設置されている「砂場」

環境をテーマとした。保育の写真や園環境の見取り図を持ち寄り、受講者間で

活動や環境の様子を伝え易くした。情報交換したり共有したりして、砂場での

多様な活動、その背景にある環境や保育のねらいとの関連に気付くことが、よ

りよい保育のイメージを描くことになり、自園の環境を見直す意識につながっ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

研修計画（150 分） 

〇事前課題：自園における砂場の環境を把握する。 

・自園の砂場の環境や砂場での“豊かな体験”のエピソードを、ワークシート１に記入する。 

・砂場の環境や活動を写真に撮り、持参する。 

〈ねらい〉 

・砂場における活動を具体的に捉え、自園の環境の特色を理解する。 

・砂場における豊かな体験をイメージして環境の工夫・改善ができる。 
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時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

50 分 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

60 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

1.講義 

・環境を通して行う教育の特質 

・計画的な環境の構成 

・活動が精選されるような環境の構成 

 

 

2.説明 

・グループワークの趣旨と進め方 

・ワークシート１及び写真の活用方法 

 

 

 

3.グループワーク 

・自園の砂場での活動を紹介 

自園の砂場の特色や、砂場での“豊

かな体験”について、ワークシート

１と写真を提示しながら紹介する。 

（1 人 5 分） 

・質疑応答しながら、グループのメン

バーで情報を共有する。 

・紹介し合った活動や環境についての

気付きを出し合う。 

・メンバーの「気付き」を基に、紹介

し合った活動の共通点や相違点を話

し合い、活動と環境との関係を考え

る。 

・活動を支えていると思うポイントを

話し合う。（砂場の環境、他の遊び

や遊具との関連、教師の援助など） 

 

4.グループワークのまとめ 

・発表（話し合いの内容を報告） 

・学びのまとめ(指導助言) 

・事後課題についての説明 

参照：幼稚園教育要領解説 

pp.30-32，pp.41-44 

・発達にとって大切な体験が豊かに得

られるような環境の構成が重要であ

ることを理解する。 

                  

・事前課題ワークシート１で各自の課

題を整理しておく。 

・グループワークの手順を理解し、受

講者が目的をもってグループワーク

に臨むことができるようにする。 

                  

・グループ編成（6 名 1グループ） 

・事前に自園の環境をワークシート１

にまとめておくことは、改めて環境

を意識的に捉える機会となる。 

 

 

 

 

 

・自園の環境や活動を紹介することに

よって、自らの実践を改めて振り返

ることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

・自分で気付くことが大切である。 

・学びをまとめ、各自の実践の見直し

につなげる。 

●育成する資質・能力との関連 
自園の紹介とともに、他園の実践を

知る中で、園の特色や実態を理解す

る。 

●育成する資質・能力との関連 
活動の展開と環境との関係を理解

する。 

実践例を通して、豊かな体験を実現

するための環境の工夫や活動を支

える援助について気付く。 
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※ 研修例では、［講義 50 分、説明 10 分、グループワーク 60 分、まとめ 30 分］で 150 分

の研修となる構成を示している。時間を短縮して実施する場合には、［説明 10 分、グル

ープワーク①60 分、まとめ 20～30 分］計 90～100 分とすることも可能である。その場

合には、受講者が事前に幼稚園教育要領解説の該当部分をよく読んでおくことを周知し

たい。 

〇事後課題：自園の環境の工夫・改善 

・グループワークでの学びや気付きを基に、自園の砂場の環境を 1つ見直してみよう。 

・研修後に工夫・改善したことをワークシート２にまとめて提出する。 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉 

① 受講者が互いに自園の砂場の環境や活動を紹介し合う中で、豊かな体験や環境の工夫

に気付くことが重要である。保育場面やテーマを決めることで、共通点や相違点を認識

しやすく、効果的に話し合いを行うことができる。 

② 園環境の見直しに当たっては、単に園の施設・設備の良し悪しを論じることに留まらな

いよう留意したい。子供や園の実態に即し、保育の「ねらい」に向けて活動を展開する

ために適した環境の構成となっていることが重要である。 

③ 事前課題として自園の環境を調べ、ワークシート１にまとめておく。研修日には、限ら

れた時間の中で受講者同士が各園の事例を紹介し合い、共通点や相違点を話し合う中

で、環境への気付きを促したい。事後課題では、その気付きを自園の環境改善に反映さ

せる取組みをする。研修と事前・事後の課題を組み合わせることによって、研修におけ

る学びが自らの保育実践に還っていくことが重要である。 

④ 事前にワークシート１・２を園内で協議してから参加することで、さらに内容を深め、

園環境の改善や創造につながることも考えられる。 

⑤ ミドルリーダーとして改善できることと、若手教師として取り組めることには違いが

あることを踏まえ、教員歴の近い者同士でグループワークができるよう配慮したい。 

 

〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

ワークシート１ 事前課題 

① ワークシート１の目的 

 ・砂場での活動を具体的に捉え、自園の砂場の環境を改めて把握する。 

 ・自園の環境の特色や課題を確認する。 

② ワークシート１を作成する際の留意事項 

 ・自らの実践を具体的・客観的に振り返るための資料である。グループワークの際に話題  

提供しやすいよう、エピソード記述のポイントや課題の整理などを示す。 
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③ ワークシート１ 

〈事前課題〉 

１．砂場での“豊かな体験”について、エピソードを 1つ紹介してください。  

環境の構成 具体的な活動の様子 教師の援助 

・砂場の位置や大きさ 

・砂質や砂の量 

・遊具や道具の種類、数、置き場

や置き方などを図示も含め具体

的に記す。 

※“豊かな体験”と思うエピソード

を 1つ、具体的に活動場面を記す。 

 

・活動の読み取り 

・教師の関わり 

・保育のねらい、願いなど 

を具体的に記す。 

２．砂場の環境や活動の様子を写真に撮り、持参してください。   

３．砂場の環境や砂場での活動について、課題だと思っていることは何ですか。 

 

ワークシート２ 事後課題 

① ワークシート２の目的 

 ・研修における学びや気付きを、自らの実践に生かす。 

 ・実際に環境の見直しを行うことにより、工夫・改善の手順や方法を理解する。 

② ワークシート２を作成する際の留意事項 

 ・自分の実践の改善につなげることが大切である。焦点化した取組みを促すために、見直  

す点は１点に絞る。 

③ ワークシート２ 

〈事後課題〉 

１．研修での学びや気付きを踏まえ、自園の砂場の環境に関して見直したい点を 1 つあ

げ、その理由を述べてください。 

２．上記の見直したい点について、実際にどのような工夫・改善を行いましたか。  

 研修前 研修後 

砂場の環境について 

工夫・改善したこと 

 

 

 

３．環境を工夫・改善したことで、子供の砂場での活動に影響はみられましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・自園の環境の特色を把握するとともに、環境構成の重要性を実感できたか。 

・研修による学びを、自園の環境の工夫・改善に生かすことができたか。 
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他と連携し、協働する力  

研修モデル７ 「小学校との連携の推進」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

 ・幼小連携の現状と課題 

・幼児教育と小学校教育の内容と方法 

・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の理解 

〈主な研修の方法・形態〉 

・講義、公開保育（保育観察）と協議（グループワーク） 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｅ－ (24)相手を尊重し、互恵的に関わり合う力 

(28)幼児教育を分かりやすく発信する力 

(29)異なる専門性をもつ人と協働し、幼児教育の専門性を高める力 

特に、(24）を育んでいくために、本研修において身に付けたい力(P32.33 参照) 

・幼児期から児童期への発達と学びの連続性を理解する力 

・幼児教育の遊びと小学校教育の学習との連続性を理解し発信する力 

・幼小の接続を意識し計画的に教育活動を展開する力 

 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・幼児期の遊びは生活や学習の基盤となる学びであり、幼児教育以降の教育とのつ

ながりが重要である。本研修では、幼小の教師が共に学び合うことを通して、幼

児期から児童期への発達と学びの連続性を理解し発信する力や幼小の接続を意

識し計画的に教育活動を展開する力を付けていく。 

・幼小合同の本研修では、保育教諭養成課程研究会作成のテキストを資料として、

幼児教育から小学校教育へのつながりを学ぶことができる。さらに共通の視点で

保育観察やグループ討議を行い、教師の援助や環境によって学びが深まる様子を

捉え、幼児教育の本質の理解が進む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・記録の集積からは、子供の中に発達しつつあるものを読み取り、「その子らしさを捉 

える力」を身に付ける。幼児期の教育から小学校教育へのつながりを理解し、幼児教

育が生活や学習の基盤となっていることの理解を深める。 

・主体的に取り組む遊びの中で、子供が様々な学びを得ていることに気付く。 

・保育観察する中で、幼児教育が環境を通して行う教育であるといわれる幼児教育の本

質を理解する。 
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研修計画 ＜午前＞講義【60 分】（午前 60 分、午後 120 分を同日に連続で行う）  

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

1.講義：幼稚園の教育と小学校教育のつ

ながりを学ぶ。 

・幼児期から小学校の学びのつながりを

子供の発達を視点に考える。 

・幼稚園教育要領に示される小学校教育

との連携の整理（５領域・幼児期の終

わりまでに育ってほしい姿） 

・小学校学習指導要領に示される、幼稚

園教育要領・幼児期の終わりまでに育

ってほしい姿の理解 

 

 

2.グループ協議 

子供の遊ぶ姿の写真をもとに、そこで

子供にとってどのような学びが生ま

れているかを協議する。 

 

3.発表 

各グループの協議について発表する。

（各グループ 1,2 分程度） 

 

 

 

4.発表を受けて、講師のまとめと午後の

保育観察の視点を整理する。 

研修教材 

・「幼児一人一人が未来の作り手に」―

幼児教育Ｑ＆Ａ―（2019 年度 保育

教諭養成課程研究会作成） 

・文部科学省『幼稚園教育要領』『幼児

理解に基づく評価』など 

・小学校学習指導要領（総則・生活科・

国語・算数・音楽・体育など） 

                  

 

 

 

 

・グループ編成(幼小教諭混合グルー

プ。1 グループ 6 名程度) 

・「幼児一人一人が未来の作り手に」―

幼児教育Ｑ＆Ａの事例から写真を提

示し話し合いの題材にする。 

・付箋…子供が何を学んでいるかを書

き出し、写真の周りに貼る。 

・付箋を 2 色使い幼稚園教諭と小学校

教諭に色分けをし、視点の違いを出

すこともできる。 

・子供の遊びを見る視点として幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿を伝

え、幼小の教諭が同じ視点で保育参

観をできるようにする。 

＜午後＞保育の実際と理解【120 分】 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

45 分 1.保育観察 

・対象児を決めて、その幼児を中心とし

た遊びのグループで観察する。 

・参加者それぞれで記録を取る。 

・各グループで遊びの写真を撮る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育成する資質・能力との関連 

子供の遊びの中で育っている学び

を理解するとともに、それが小学校

教育以降の生活や学びの基礎とな

っていることを子供の姿を通して

気付く機会とする。 

●育成する資質・能力との関連 

互恵性を意識しながら、互いの教育

のつながりを知る。 
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15 分 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.記録の整理（個人） 

幼児が生活や学びの基礎を学んでい

ると思われる場面をまとめる。 

 

3.グループワーク 

保育観察をした場面について写真と

気付きの記入を重ね、遊びの中の学

びとそれを深めるための要素につい

て協議する。 

 

4.協議内容を発表する。 

（1 グループ 2,3 分程度） 

 

5.講義 

協議内容と重ねながら幼児期と学童

期の連続性についての講義を聞く。 

・観察をする場面は協議するグループ

ごとに同一とすることで、同じ場面

をもとに協議ができるようにする。

また、各グループに 1台デジカメを

準備し、観察の場面の写真を撮る。 

・子供の遊びを見る視点(何を楽しん

でいるのか、友達との関係性、教師

の援助によっての変化、環境の構成)

に着目して記録を取る。 

 

・ワークシート 

・午前中の視点に沿ってまとめること

に留意し、ワークシートに記入する。 

 

・午前と同グループ編で協議を行う。 

・模造紙、付箋、油性ペン（太） 

・子供の遊びの姿を通して、そこで学

んでいることを考え、さらに教師の

援助、環境の構成、人間関係などの

視点から幼児の学びをより育んでい

る要素は何かを話し合い、観察した

場面についてグループでまとめる。 

・撮影した写真を活用する。 

 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉 

①  幼児教育と小学校教育のつながりや互恵性を考える上で小学校教員との共同の研修

であることが望ましい。幼稚園教諭と小学校教諭と一緒に研修を受講することで、幼児

教育の視点と小学校教育の視点を共有して理解を深めることができる。 

② 保育実践の場面を見学し子供の姿について記録し協議することを通して、幼児期の遊

びを通しての学びが小学校以降の生活や学習の基盤となっていることを理解する。また

小学校教育の視点で保育場面を考察することで新しい視点を得られるようにする。 

② 幼稚園教諭のみ対象の研修として設定する場合は、講師から小学校教育の視点も伝え、  

幼稚園と小学校のつながりを受講者に伝えられることが望ましい。 

③ 「幼児一人一人が未来の作り手に」―幼児教育Ｑ＆Ａ―（2019 年度 保育教諭養成課

程研究会作成）をもとに、幼児期の教育から小学校教育へのつながりを整理し、学ぶ。 

④ 実際の保育場面を参観することが困難な場合は録画資料を活用する。多様な気付きが

得られるように生の保育場面を記録した映像を活用することが大切である。 
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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉  

講義の概要 

・幼小連携の現状と課題 

・幼児教育と小学校教育の内容と方法 

・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の理解 

 

研修資料  

・「幼児一人一人が未来の作り手に」―幼児教育Ｑ＆Ａ―（2019）一般社団法人 保育

教諭養成課程研究会（協力：全国国公立幼稚園・こども園長会） 

・同パワーポイント資料 

 

ワークシート 保育の記録用紙 

① ワークシートの目的 

・子供の遊びの姿を客観的に捉え、子供の遊びの中での学びを記録する。 

・学びを支えている教師の援助、環境の構成、友達との関係を考察する。 

② ワークシートを作成する際の留意事項 

・ありのままの子供の姿を記入し、分析・考察をすることが目的なので、詳細に記述でき 

るよう、以下のような例を示した上で観察に臨めるようにする。 

・保育観察後に各自でのまとめに使うものなので、「子供が学んでいると思われること」 

は、観察後の話し合いの中で記入する。 

＜記入例＞ 

10 月 20 日 4 歳児さくら組 12:45〜13:30 

観察時の状況  昼食後、戸外や室内で友達と誘い合い遊びに取り組んでいる。保育室の 

前にある砂場で 5,6 名の子供たちが集中して遊んでいる。その周りで 

鬼遊びをしている子供たちもいる。 

時間 子供の動き・友達との関わり 教師の援助・環境の構成 子供が学んでいる

と思われること 

12:45 

 

 

 

・A 児は B 児、C 児が遊んでい

る砂場に「入れて」と言って

加わる。 

・A 児「水汲んでくるね」と自

分からバケツを取りに行く。 

・A 児が水を汲んで戻ってくる

と B 児が「ここから入れて」

と声をかける。C 児は「ちょ

っと待って！」と言ってい

る。 

 

・午前から引き続き山作り

ができるようにするため

か「取っておいてくださ

い」という立札がある。 

・用具置き場にバケツがあ

る。タライに水が入って

いて水が汲みやすい。 

・教師は B児たちの遊びの

様子を見て「今度はどん

な水路を作るの？」と声

を掛ける。 
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ワークシート   

  月  日（  ）  ：  〜  ：          記録者（       ） 

観察対象クラス（  歳児  組） 

観察時の状況 

 

 

時間 子供の動き・友達との関わり 教師の援助・環境の構成 子供が学んでいる

と思われること 
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グループワーク 遊びの中の学びとそれを深めるための要素についての気付き記入例   

① グループワークの目的 

・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに、子供の姿から学びを抽出し 

 幼稚園教諭と小学校教諭で共通理解する。 
・子供の遊びの姿から学びを抽出し、幼稚園教諭と小学校教諭で共有する。 

・学びにつながっている教師の援助、環境の構成、友達との関係を考察し、まとめるこ 

とで、幼児期の学びを読み取り、発信する力を付ける。 

② グループワークを実施する際の留意事項 

・具体的な子供の姿の記録から学びを書き出し、その学びを深める要素について模造紙

に書き出すという作業を通して理解を深められるように、多様性を認め合い、それぞ

れの気付きを率直に伝え合い書き込める雰囲気をつくっていく。 

・語り合うことと記録することを同時に行えるよう力を合わせて取り組んでいるグルー  

プの様子を認めていく。 

 

グループワーク「学びの中の学びとそれを深めるための要素」模造紙への記入例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・幼児期の教育から小学校教育へのつながりを理解し、幼児教育が生活や学習の基盤とな

っていることの理解を深めることができたか。 

・主体的に取り組む遊びの中で、幼児が得た学びを気付くとともに、それを支えている教

師の援助、環境の構成などを知り、幼児教育についての理解を深めることができたか。 

 

遊びの中の
学び 

（何を学ん
でいると読
み取った

か） 

学びが深まる
要素 

（教師の援
助） 

学びを深まる
要素 

遊びの中
の学び 

模造紙 

写真 

学びが深ま
る要素 

（環境） 

学びが深ま
る要素 

（友達との
関わり） 

学びを深
まる要素 

遊びの中
の学び 
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研修モデル８ 「カウンセリングマインドを生かした保護者との連携」 

 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・子育ての支援の目的と方法 

・保護者との連携の現状と課題 

・情報の発信と受信 

〈主な研修の方法・形態〉 

・講義 

・ロールプレイ 

・保護者との連携に関する実践事例の共有と協議 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｅ－(24)相手を尊重し、互恵的に関わり合う力 

(26）人間関係を調整し、よりよい関係を構築する力 

(27) 他との関係を維持改善できるコミュニケーション力 

特に、（26）を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力(P32.33 参照) 

・保護者を理解し受容する力 

・子育ての支援の目的を理解し実践する力 

・子育ての喜びを保護者が感じられるように発信する力 

・子供の育ちを理解しアドバイスする力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・保護者との連携の基盤にあるのが、保護者の心情を理解し受容するという姿勢で

ある。そのために本研修では、講義やロールプレイなどの具体的な体験を通して、

関わりの中で育まれていくものについて理解を深め、人間関係を調整し、よりよ

い関係を構築する力を付けていく。 

・研修では、講義とロールプレイを組み合わせて実施することで、保護者理解を深

めると共に多様な関わり方の可能性を学び、研修の成果を生かして実践の展開へ

とつなげられるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・講義や協議を通して、保護者と連携することの重要性を認識し、自身の実践を見直し 

改善する力を身に付ける。 

・ロールプレイを通して、カウンセリングマインドを生かした保護者との関わり方の意 

義を実感し取得する。 
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研修計画（90 分×2） ＜１回目＞90 分 

 ロールプレイにより、保護者・教師の気持ちや動き、相互の関係を理解する。 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連 

40 分 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

 

1.講義「保護者との連携とは」 

・保護者との連携の基本的な考え方 

・保護者との連携を実施している園の

実践例 

・保護者対応におけるカウンセリングマ

インドの意義と実際 

 

2.ロールプレイ 

カウンセリングの具体的な手法を学ぶ

と同時に保護者の心情を理解する｡ 

○ロールプレイ （2人 1 組） 

・役割:保護者と教師/場面:相談(5 分) 

・保護者役の演者が体験した場面、あ

るいは講義の中で紹介した事例をも

とにして設定 

・終了後気付きを付箋に記入(3 分) 

・役割を交代して実施(5 分) 

・終了後、気付きを付箋に記入(3 分) 

○2 人組で気付きについて語り合う 

・付箋に記入したことを紹介し、気付 

きについて整理(10 分) 

① 保護者役：保護者の気持ちの理

解、気持ちが変化したきっかけと

なる教師の関わりの理解 

② 教師役：今までとは違う関わりを

したことによる気付き 

○グループ（2 人×3）協議 

・気付きを共有しカウンセリングマイ

ンドを生かした保護者との連携の在

り方についてまとめる。 

・A3 用紙に気付きや大切にしたいこと

を書き込む。（ポスター風に） 

 

3.発表とまとめ 

 

4.次の研修に向けて課題の説明 

・研修で学んだことを基に、自分自身

の保育や保護者への関わりを見直し

実践する。 

・役割を変えたことで、変わったこと

や気付いたことを実践事例として記

録する。 

研修教材 

・文部科学省『幼稚園教育要領』 

                  

 

 

 

 

 

・グループ編 

・ワークシート１ 

 A3 用紙  

グループに１枚 

・付箋（2 色）一色は子供の学び、一色

は小学校教科学習とのつながりで分

けて書き表すために色分けする。 

・ここではあくまで仮説となることに

留意する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・研修課題記入用紙 

●育成する資質・能力との関連 

ロールプレイでは、保護者の心情や

相互の関係が構築されていくプロ

セスを実感できるように、保護者・

教師双方の役割を体験し気付きに

ついて語り合う。 

●育成する資質・能力との関連 

学びを実践につなげることが自己

課題となるように投げ掛ける。 
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＜２回目（90 分）＞  

保護者との連携に関する実践事例を持ち寄り、援助の工夫や教材等について協議する。 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連 

50 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

 

10 分 

1.グループ協議(30 分) 

・保護者との関わりを見直し工夫した

実践事例を発表し、保護者との連携

のポイントや援助の工夫について 

・研修課題記入用紙や保護者向けの通

信や掲示、親子活動の写真等を見せ

ながら協議 

2.ポスター作成(20 分) 

・連携のポイントをまとめる。 

・見て思いが伝わるものを作る。 

 

3.ポスター発表を行う。 

全体を発表グルーブと観客グループ

に分かれる。2 回（15 分×２回）行

い、役割を交代する。 

 

4.講師によるまとめ 

発表の成果と重ねながら保護者との 

連携の在り方についてまとめる。 

・グループ編成 

・模造紙（半分） 

・ワークシート２ 

 A4 用紙 各自１枚 

・課題記入シート 

 A4 用紙 各自１枚 

 

 

 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉 

① ロールプレイで行う場面については、実際に体験した場面を取り上げると実感のこも

ったものになりやすい。講義の中で取り上げた場面でもよいことを伝えていく。体験

に意味があることを伝え、リラックスした雰囲気で取り組めるようにする。 

② 2 人 1 組を例示したが、3人 1 組で行いオブザーバーの役割を加えることもできる。

オブザーバー役の人が場面を客観的に見ることによりフィードバックの質が上がる。 

③ ロールプレイ後の語り合いでは、「そこでどのように感じたか」「何がきっかけだった

か」など、表面的な気付きに留まらない問いを各自が抱いて語り合えるようにする。 

④ ２回目の研修では、保護者との連携を進めるために作成した配布物や掲示、親子活動

の写真など、具体的なものを持ち寄れるように呼び掛けける。保護者との関わりに関

するエピソードについては、個人情報に関わる内容が含まれることが予想される。個

人情報の取り扱いについては、十分注意するよう研修の開始時に伝える。 

 

〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉  

講義の概要 

・子育ての支援の目的と方法 

・保護者との連携の現状と課題 

・情報の発信と受信 

●育成する資質・能力との関連 

実践報告を通して、子育ての喜びを

保護者が感じられる多様な支援の

在り方を学び合う機会とする。 
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ワークシート１・ワークシート２・課題記入シート 

・ワークシート、課題記入シートの例を以下に挙げる。記入内容や記入の内容につい

て、赤字で記載した。 

◆気付いたことを付箋に書き貼っていくワークシート１ A3 用紙 

 ＊保護者 役：ピンク色の付箋 ＊教師役：水色の付箋 

 変わったと感じた場面 きっかけとなる動き・言葉など 

 

保

護

者 

 

 

 

 

 

ポ

イ

ン

ト 

 

＊大事にしたいポイントを書き出していく。   

 

＊具体的な動きや言葉を確認し合いながら

大切なポイントを確認する。 

 

教

師 

 

 

 

 

◆ワークシート２ A４用紙          ◆課題記入シート A4 用紙 

グループ発表を聞きながら書き込む。     記入し 2 回目の研修に持参する。 

連携を進め

るためのポ

イント 

・ 箇条書きで書き出し

ていく 

・ 

取り入れて

みたいこと 

＊行動が見えるように具

体的に記入する 

・ 

その他 感

想など 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・保護者との連携を進める際の基本的な姿勢の重要性を理解し、保護者に対する共感的な

関わりや情報の発信と受信、親子活動の充実などについて実践に取り入れていこうとし

たか。 

・保護者役を体験することで保護者理解を深め、自分の関わり方を見直し、改善しようと 

したか。 

変えること 

 

 

＊１回目の研修のまとめ

で記入する 

変わったこ

と 

 

＊実践し「変わった」と思

われた場面や保護者等

の姿を記入する 

気付いたこ

と 
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カリキュラム・マネジメント力 

研修モデル９ 「PCDA サイクルの確立」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・教育課程の編成・実施及び評価・改善の実際 

・実践を通した教育活動の質の向上 

〈主な研修の方法・形態〉 

・各園の実践の持ち寄り・協議 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｆ－(31)保育の質向上を目指して実践を重ねようとする力 

(32)幼児期の教育の実践の構造（PCDA サイクル）を理解し、教育活動の質の

向上を図る力 

特に、(32)を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力（P37.38 参照） 

・教育課程の役割や編成(関係法令も含む)の理解と、実際の編成に生かす力 

・教育課程と指導計画の関係を捉え、他の教員と共に進めていく力 

・教育課程の編成、指導計画の作成・実践、評価、改善の好循環を図る力 

(スパイラルアップを図る力) 

・教育活動の質を捉え、その向上を図る力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・各幼稚園等における教育の質向上を図るためには、まず幼児教育におけるカリ

キュラム・マネジメントの理論を理解することが必要である。本研修では、カ

リキュラム・マネジメントの理論を各園における実践との関連で捉えることに

より理解を深め、実効性をもって取り組む力を付けていく。 

・研修では、講義と演習を組み合わせることにより、理論と受講者の実践を関連

付けて学べるようにした。講義の後、ワークシートを使って自園の取組を捉

え、整理する。さらに、グループワークにおいて、他の受講者と協議しながら

一つの資料を作成することにより、理解を深めることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・幼児教育におけるカリキュラム・マネジメントについて理解を深める。 

・自園における実践との関連を検討し、教育の質向上に向けた具体的な取組を考える｡ 
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研修計画（120 分） 

時間 研 修 内 容 資質・内容との関連等 

25 分 

 

 

 

 

 

 

20 分 

 

   

 

60 分 

 

 

 

 

 

   

 

 

10 分 

 

 5 分 

 

1.講義 

 「幼児教育におけるカリキュラム・

マネジメントとは」 

・幼児教育における実践の構造（PCDA

サイクル）の理解 

・スパイラルアップの重要性の理解等 

 

2．個人演習 

・持参した教育課程を参照しながら、

ワークシート１に記入する。 

 

3．グループ演習 

・ワークシート２を使い、一つの園の

カリキュラム・マネジメントを考え

る。 

・その際、記入したワークシート１を

活用し、PCDA サイクルの各時点で必

要な事項や進め方などを協議する。 

・発表する。 

 

4.まとめ（講義） 

 

5.研修の振り返り 

研修教材 

研修資料１ 

・文部科学省研修動画及び資料 

・文部科学省『幼児の思いをつなぐ指

導計画の作成と保育の展開』 

                  

 

 

 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉  

① 研修内容及び各園の教育課程（全体的な計画）を持参することを予告しておく。 

② 職位や経験年数等によって、カリキュラム・マネジメントに関する園での参画の仕方

は異なる。研修の目的に応じて、キャリアステージや園種などを考慮してグループを

組むと効果的である。 

③ 研修担当者があらかじめ動画の内容について理解を深めておく。他校種籍等であれば、

幼稚園等を訪問したり幼児教育に精通している人に話を聞いたりするなどしておく

とよい。また、研修担当者が他校種籍の場合、自身の校種におけるカリキュラム・マ

ネジメントについて少し触れることで、受講者の視野が広がることも期待できる。 

●育成する資質・能力との関連 

ワークシートの項目に沿って自

園の教育課程等を確認すること

により、カリキュラム・マネジメ

ントの実施状況や今後行う必要

のあることへの理解を図る。 

●育成する資質・能力との関連 

グループ協議を通して、PCDA サイ

クルを回すために必要な事項や

その内容への理解を図る。 
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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

講義の概要   

（動画の内容）約 20 分 

 ・幼稚園教育の基本 

 ・幼稚園教育において育みたい資質・能力 

 ・幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

 ・・カカリリキキュュララムム・・ママネネジジメメンントト  

 ・グランド・デザイン 

 ・全体的な計画 

 ・教育課程編成において重点とすべき事項 

 ・動画終了後、特に伝えたい内容を強調しておくことも効果的である。 

 ・文部科学省『幼児の思いをつなぐ指導計画の作成と保育の展開』の該当ページを知

らせることにより、今後の各園における園内研修の推進に役立つ。 

 

研修資料１（文部科学省 HP より参考資料・動画） 

指導計画の作成と保育の展開について（仮称）１（文部科学省） 

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/07121724/1296261_00001.htm 

 

ワークシート１ 自園におけるカリキュラム・マネジメントの実情把握  

①  ワークシート１の目的 

・自園におけるカリキュラム・マネジメントの実情を把握する。 

② ワークシート１を作成する際の留意事項 

 ・各園における実情を捉える機会となるよう、幼稚園教育要領に示されているカリキュラ 

ム・マネジメントに関連する事項を項目とする。 

・捉えにくいと予想される項目は、説明や例示を加えるなど受講者に応じて作成する。 

③ ワークシート１ ＜項目例＞ 

  以下の事項について、自園でどのように取り組んでいるかを挙げてみましょう。 

  【各幼稚園等の特性に応じた教育目標の明確化】  

   自園の教育目標「 （記入する）   」 

 〇 検討の頻度や時期   〇 検討場面 

〇 検討に関わる人    〇 検討方法   〇 検討内容 

【教育課程の編成、改善】 

  〇 検討の頻度や時期   〇 検討場面 

〇 検討に関わる人    〇 検討方法   〇 検討内容 

【教育課程との関連の検討状況】 

    〇 教育目標 

〇 幼稚園教育において育みたい資質・能力 

〇 幼稚園教育要領第 2 章に示すねらい及び内容（５領域） 

〇 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

  【教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制】〇人的体制 〇物的体制 等 

  【教育方針、教育内容の保護者への説明状況】〇グランド・デザイン 〇園だより等 

＊カリキュラム・マネジメントを

扱う際は幼稚園教育の全体を捉

える必要があるため、斜字の項

は前提として重要である。網掛

けの項は、本時では概要を理解

することとして、別途研修を組

むことも可能である。 
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ワークシート２ カリキュラム・マネジメントの検討  

① ワークシート２の目的 

 ・ワークシート１で捉えたことを持ち寄り、グループで一つの園のカリキュラム・マネジ

メントを考え、PCDA サイクル等をまとめ、具体的に理解する。 

 

② ワークシート２を作成する際の留意事項 

 ・各自が作成したワークシート１を模造紙の中央に貼り、一つの園の PCDA サイクルを考

える手掛かりとする。 

 ・各項目を切り取って自由に配置し、必要な事項や矢印等を受講者が書き加えるなどして、 

柔軟な発想でカリキュラム・マネジメントの全体像を考えることも想定できる。    

 

③ ワークシート２ 作成例 

  

 

 

 

ワークシート２ 展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・一つの園（受講者の園でも架空の園でもよい）をイメージし、PCDA サイクルの流れを

矢印で書き込んだり、PCDA サイクルを回していくために行っている話し合い等の具体

や、人的、物的体制、保護者への説明、参照する事項等を付箋や吹き出しなどで加えた

りしながら自由にまとめる。 

 ・ワークシート１で取り組んだことを手掛かりにしつつ、様々な発想を大切にする。 

 

 

 

 

 

教
育
課
程 

⻑
期
指
導
計
画 

評 

価 

保
育
の
展
開 

短
期
指
導
計
画 

○○幼稚園 教育⽬標 ○○  〇〇 ○○ 

学年会 

⽴ち話 
保護者説明会 

⼦供の姿の読み取り・指導の振り返り 

園だより 

グランド・デザイン作成 

教材研究 

地域資源の活⽤ 

教
育
課
程 

⻑
期
指
導
計
画 

評 

価 

保
育
の
展
開 

短
期
指
導
計
画 

〈研修の評価〉 

・幼児教育におけるカリキュラム・マネジメントについての理解が深まったか。 

・自園（自身）の実践のとの関連や、今後取り組んでいくことについて、具体的に捉え

ることができたか。 

2022030041-保育教諭養成-幼児教育を担う教員.indd   872022030041-保育教諭養成-幼児教育を担う教員.indd   87 2022/03/25   14:59:332022/03/25   14:59:33



 

88 
 

研修モデル１０ 第１回「社会に開かれた教育課程」の理論と具現化 

        第２回 カリキュラム・マネジメントの推進に向けた園組織と協力体制 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・「社会に開かれた教育課程」の理解 

・カリキュラム・マネジメントにおける人的・物的体制づくりの推進・改善 

〈主な研修の方法・形態〉 

・ワークショップ 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｆ－(34)園長のリーダーシップの下、教職員で組織的・計画的にカリキュラム・

マネジメントを推進する力 

特に、(34)を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力（P37.38 参照） 

・教育活動の質の向上と関連付けながら人的・物的体制を確保し、改善を図 

る力 

・幼児期の教育の重要性や自園の教育内容を発信する力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・カリキュラム・マネジメントを進めるには、園長のリーダーシップの下、教

職員全員で行うことを基本とし、教育活動の質の向上を図るために、地域の

人材や資源の活用、関係機関との連携が必要となる。本研修は、全教職員で

共通の視点をもって自園の振り返りや改善を図るようにする。 

・ワークシートを作成するワークショップを行う中で、園の教育活動の見直し

や改善について経験年数の有無に関わらず「自分のこと」として共有し、具

体的な課題を明らかにし、改善の方向性を見付けられるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・カリキュラム・マネジメントの進め方について理解をする。（第１回） 

・カリキュラム・マネジメントを進める上で、教師一人一人に教育課程の位置付けや意

味をしっかり把握する。（第１回） 

・教育活動の質の向上と関連付けながら人的・物的体制を確保し、改善を図る力を身に

付ける。（第２回） 

・園組織や協力体制づくりを可視化することで、俯瞰的かつ分析する。（第２回） 
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研修計画（ 90 分）第１回 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

20 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

   

 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 分 

1．講義 

「社会に開かれた教育課程」とは 

・新しい学習指導要領等で目指す「社

会に開かれた教育課程」が示された

背景 

・「社会に開かれた教育課程」の実現に

向けての基本的理念について 

・幼児教育における「社会に開かれた

教育課程」の捉え方 

 

2.ワークショップ 

・「園が目指す目標」と「園と社会とが

共有する理念」の整合性を図る。 

・自園の教育課程から気付いたことを

記入する。（ワークシート１参照） 

 

3.グループ内で話し合い、意見交換 

・園や地域の実態を踏まえた教育目標

とはどのようなものか。 

・目指す子供像や教師像の具体化を図

るには。 

・重点目標には、育成を目指す「資質・

能力」の 3つの柱を用いて示す。 

（グループ発表を入れてもよい) 

 

4.各自のワークシートの記録整理 

・自園における「社会に開かれた教育

課程」の在り方を理解する。 

（グループ発表を入れてもよい） 

 

5.まとめ（講義） 

 

6.研修の振り返り 

 

 

●育成する資質・能力との関連 

「社会に開かれた教育課程」の実

現に向けての基本的理念について

理解を図るようにする。 

●育成する資質・能力との関連 

自園や地域の実態を踏まえた教育

目標を確認し、目指す子供像や教

師像を明確化できるようにする。 

●育成する資質・能力との関連 

「社会に開かれた教育課程」と

「カリキュラム・マネジメント」

の関係性を理解した上で、教育目

標の実現に向け、教職員の共通理

解を図り取り組むことができる。 
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研修計画（90 分）第２回 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

15 分 

 

 

 

 

30 分 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

30 分 

 

   

 

 

 

 

10 分 

 

5 分 

1.講義 

・教育課程の実施に当たって、地域の

資源や人材の活用、園運営の在り方

を考える。 

 

2.ワークショップ 

（ワークシート２参照） 

・幼稚園の取り巻く環境（組織や人材、

業務システム等）の把握と分析を行

う。 

・ワークシート２の内部環境に記入 

・外部環境の地域（人材や資源等）や保

護者の関わりの把握と分析を行う。 

・ワークシート２の外部環境に記入 

・グループ発表し、情報交換の場を設

けてもよい。 

 

3.ワークシートの整理 

・各象限をカテゴリー別にし、（S×O）

（W×T）（S×T）（W×O）に沿って分析

する。 

・園内外の環境の分析を行い、各園の

特色を洗い出す。 

 

4.まとめ（講義） 

 

5.研修の振り返り 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉  

①  教師一人一人に教育課程の位置付けや意味をしっかり把握するための学びを得るこ

とができるよう配慮する。 

② 教師一人一人が園の課題を「自分のこと」として意識できているか、共通理解を図るた

めの協議の雰囲気がつくられているかを確認しながら進める。 

③ 地域や保護者に向けて園の教育や情報を発信する際、幼児教育の重要性への理解や園

への支援につなげることができるものか配慮する。 

●育成する資質・能力との関連 

人的・物的体制づくり、地域に開か

れた園づくりにおいて、課題を焦

点化する。 

●育成する資質・能力との関連 

教職員一人一人が理解できるもの

で、今後行う必要のある課題整理を

図ることができるようにする。 

●育成する資質・能力との関連 

自園の状況を把握することを通し、

教育活動の質の向上を図るために、

人的・物的資源等、地域等の外部と

の資源も活用しながら効果的に生

かすことができる。 

●育成する資質・能力との関連 

自園の特色を生かした「カリキュ

ラム・マネジメント」を行うよう

努めることをする。 
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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

講義の概要   

・今回の幼稚園教育要領で示された、「社会に開かれた教育課程」とは何を意味してい

るのか、目指す基本的理念を示す。 

 

ワークシート１ 

① ワークシート１の目的 

・各園での教育課程の書式に違いがあっても、各園の特色を生かして教育課程は編成され   

る。それを踏まえ、協議を通して教育課程の編成の基本となる事項を押さえる。 

 

② ワークシート１を作成する際の留意事項 

・教育目標の実現に向け、全教師の共通理解になるよう、分かりやすい言葉で表現するこ  

とを心掛ける。 

・自園の子供の姿につながるかどうか可視化しながら作成する。 

・園内の理解に留まらず、保護者・小学校の教師・地域社会等への発信を想定し、園独自 

の表現になっていないか、相互に理解し合い、共有できるような言葉、表現等になって 

いるかという視点から、作成してもよい。 
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③ ワークシート１ 

 

 

 

 

 

〇〇教教育育目目標標  
 

目指す子供像 
 

目指す教師像 
 

〇〇重重点点目目標標  ①         ②          ③ 

① 

 

② 
 

③ 
 

〇〇豊豊かかなな園園経経営営・・学学級級経経営営をを支支ええるる体体制制 

教職員体制 
 

家庭との連携 
 

地域との連携 
 

健康支援体制 
 

安全支援体制 
 

〈研修の評価〉 

・「社会に開かれた教育課程」と「カリキュラム・マネジメント」を行う上で重要な項目

を記すことができているか。 

・教師一人一人に教育課程の位置付けや意味をしっかり共有できる内容であるか。 
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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉 

講義の概要   

・自園の人的・物的体制づくりと保護者や地域との関連性について、他園との意見交換

を交え開かれた園づくりに焦点を置く。 

 

ワークシート２  

① ワークシート２の目的 

・自園の現状や課題の抽出・分類等をする作業を通し、自園の組織体制と外部との関係性   

について把握する。 

 

② ワークシート２を作成する際の留意事項 

・このワークシート作成は、自園の特色を知るためのものであるところで留め、弱みを   

強みとどう絡ませるか意識を置くようにする。 

・グループ内で記入項目を話し合いながら、「強みを生かした取組の工夫」「弱みを克服す 

るための取組とは」などを念頭に、自由に書き出すようにする。 

 

③ ワークシート２ 

内部環境 外部環境 

（Strength） 

①自園の強み 

 

 

 

（Opportunity） 

③地域や家庭との関わりの強み 

 

（Weakness） 

②自園の弱み  

 

 

 

（Threat） 

④地域や家庭との関わりの弱み 

 

※園組織の「内部環境」における①強み（Strength） ②弱み（Weakness）と「外部環  

境」における ③機会（Opportunity） ④脅威（Threat）で表す。情報を可視化するこ

とで課題を俯瞰・分析する方法。 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・自園と外部環境との関わりを客観的に捉えることができたか。 

・課題のみに注目するのではなく、園運営をするに当たっての自園の特色づくりへとつ

ながったか。 
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自ら学ぶ姿勢と、教師としての成長(リーダーシップを含む) 

研修モデル１１ 「園内研修」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・園内研修の企画と進め方 

・ファシリテーターの役割 

〈主な研修の方法・形態〉 

・グループ協議 

・ビデオ演習 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｇ－(35) 自分らしさを生かしたキャリアを形成する力 

  (36) 協働的な組織をつくり・推進する力 

  (37) 教育理念とビジョンを明確にもち、実現を目指して運営する力 

特に、(36)を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力（P41.42 参照） 

・ファシリテーション能力 

・互いの意見を尊重し対話する力 

・批判的思考力 

・園内の課題に気付き解決に向かう力 

・同僚と共に考え実践につなげる力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・園内研修は、教師一人一人が専門家としての自覚をもち、同じ職場内の教師と

共に保育実践について探求する資質・能力を培うことが重要となる。本研修で

は、具体的な研修事例を通して、園内で研修を企画し運営することを学び、実

施する力を付けていく。 

・研修では、ビデオ教材を視聴することで、自園の保育の振り返りや子供の姿を

感じ取れるようにした。またグループ協議をすることで、自園で園内研修の実

施に取り組む力を身に付けていくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・互いの意見を尊重し対話するグループ協議通して、自分の保育の見方や考え方が豊か

になることを理解する。 

・自園の課題解決に向かうための継続的な園内研修を企画し、進める力を付ける。 
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研修計画（120 分） 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

20 分 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

20 分 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

15 分 

1.講義 

・園内研修で同僚と共に保育実践を探

求することの意義についての講義 

 

2. 各自でこれまでの園内研修を振り返

り、グループで話し合い、気付きを共

有する。（ワークシート１参照） 

・5，6 人で話し合う。 

 

3．岩波教材ビデオを 2回視聴、自分の

気付きを付箋に書き出す。 

・肯定的に見て、「子供」「教師」「環境」

「その他」の 4 つの視点で書く。 

 

4．各グループで自分の付箋を貼りなが

ら、見取りを他者に伝えていく。 

・話題は映像内容に限定しない。 

 

5．出された付箋を分類し、命名し、整

理する。 

・出された意見をカテゴリー化(構造化)

する。 

・カテゴリー間の関係を俯瞰し、線や矢

印、枠を用いて整理する。 

 

6．全体で振り返りを行う。 

・他のグループの作成した成果を見てま

わり、他のグループのまと方や整理の

仕方が異なることで気付いたことを

話し合う。 

 

7．まとめ 

・園内研修で培われる教師の専門的力量

及び同僚性に基づく協働的実践知の

構築と参加型園内研修の効果につい

てまとめる。 

・今後、自園で取り組む園内研修につい

て考え、書き出してみる。 

（ワークシート２参照） 

 

研修教材 

研修資料１ 

・文部科学省『幼児理解に基づいた評

価』（pp.89-138）を活用 

・岩波教材ビデオ「幼児理解に始まる

保育シリーズ①3 歳児の世界 ひと

りじめしたいの？それとも思いや

り？」 

・模造紙／多色の付箋／マジック 

                  

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●育成する資質・能力との関連 

同僚と意見を出し合うことで、協

同的実践知の獲得が促される。今

後の実践の見通しがもてること

で、研修参加の意欲が向上する。 

●育成する資質・能力との関連 

自園の課題を思い浮かべ、園内研修

を構築する意欲と実践力につなげ

る。 

●育成する資質・能力との関連 

これまでの園内研修を振り返り、

園内研修の目的に応じて、多様な

形態や学びがあることを捉える。 

●育成する資質・能力との関連 

他者と見取りを共有することで、

自分の見取りの整理や新しい気付

きが増える。また他者に自分の見取

りを受容・共感してもらえること

で帰属意識が高まる。 
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〈研修を進める上での配慮事項〉  

① 講義の際に、園内研修が教師の資質向上につながることや、そのために参加型の話し

合いを中心とした園内研修が有効であることを伝える。そのことが、実際の研修を通じ

て実感できるようにする必要がある。 

② ファシリテーターの役割について、何かを教えることではなく、参加者を支援し話を

引き出す、一人一人の気付きを大切にするなど、多様性の尊重に重点を置くことを意識

するように伝える。なお、参加者にも「発言の対等性を保つ（指導の場とならない）」

「話題は具体的に行う」「正解を求めようとしない」「批判や論争をしない」「互いに成

長を支えある姿勢で臨む」「実践につなげていく」などの点に留意して行うよう、事前

に伝える。 

③ 話し合いやカテゴリーに分類等をする過程で、一人では得られない学びを得ている 

ことを確認する。その自覚が参加者一人一人の学びの喜びを実感することとなり、研修

意欲をもつことにつながる。また作成するグループ毎にチーム名を付けることで、一体

感や親しさ、研修の充実感や満足感を形成する一助となる。 

④ 研修のまとめの際に、話し合うことができれば、保育の見方や認識の再構築、園全体

のコミュニケーションを図ることができたり、共に育ち合えたりするわけではないこ

とを伝えておく。肝心なのは、園全体で問題意識を共有し、協働的な雰囲気をつくり、

話し合いを継続的にもつことの意識を促す。 

 

〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉  

講義の概要   

・園内研修の意義 

・参加型園内研修を計画・実施する際に留意すること 

・ファシリテーターの役割 

・園内研修を継続するために留意すること 

 

ワークシート１ 「学びがあった園内研修」シート   

① ワークシート 1「学びがあった園内研修」シートの目的        

・これまでに自分自身の参加した「園内研修」を振り返り、何が、どのような学びにつなが

ったのかを考え、整理する。 

② ワークシート１「学びがあった園内研修」シートを作成する際の留意事項 

・参加者は様々な園内研修を経験していると考えられ、一人一人が想起できるような研修例

を提示する。(例えば、事例検討、教材研究・技術向上、カリキュラム、保育関連の法律

や制度、保育をめぐる社会問題など) 

・研修方法や内容を振り返ってもらうために、具体的なエピソードも書いてもらう。 

・あらかじめワークシート１を書き込んでおくことや、自園の課題を整理しておくなどして
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研修に参加することで、グループ協議の時間を十分確保して行うことや研修時間を調整

するなど、柔軟に計画することもできる。 

③ ワークシート１：「学びがあった園内研修」シート 

＊あなたがこれまで参加した園内研修を思い起こし、書き出してみましょう。 

① 学びがあった園内研修 ② 学びがどのように生かされましたか 

 

 

 

 

 

 

ワークシート２ 「こんな園内研修をやってみたい」シート   

① ワークシート２「こんな園内研修をやってみたい」シートの目的        

・本日の研修に参加して自分が考えたことや印象に残ったことを記入することで、話し合い

を中心とした参加型研修の良さと難しさを振り返る。そして、自園の課題を思い浮かべ、

自園で取り組む園内研修を考える。 

② ワークシート２「こんな園内研修をやってみたい」シートを作成する際の留意事項 

・研修を振り返る際に、自分自身の学びを可視化するために、具体的な付箋の記述や発言を

記入することを伝える。 

・実施可能な園内研修を立案するために、参加者が集まりやすい時間帯や研修テーマの周

知、研修会場や参加者の座る位置など、具体的に考えることを提案する。 

③ ワークシート２「こんな園内研修をやってみたい」シート 

＊本日の研修に参加して、自分自身が考えたことや印象に残ったことを書きましょ 

う。 

 

 

＊自園で実施する園内研修を考えてみましょう。 

①実施日時や時間帯、場所 

②研修テーマやその決め方 

③参加者やグループ作り 

④研修で用いる教材やツール 

⑤進行役の人選と役割 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・参加者と共に実践を考えることで、保育の見方や考え方が豊かになることが理解でき

たか。 

・自園の課題解決に向かうための継続的な園内研修を構築する力が身に付いたか。 
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研修モデル１２ 「リーダーとして、持続・発展していく園運営を行う力」 

内 

容 

・ 

方 

法 

〈研修の内容〉 

・自園の園の振り返り 

・一人一人を尊重し、持続・発展していく園運営 

〈主な研修の方法・形態〉 

・事例をもとにした話し合い 

育 

成 

す 

る 

資 

質 

・ 

能 

力 

Ｇ－(35)自分らしさを生かしたキャリアを形成する力 

  (36)協働的な組織をつくり・推進する力 

  (37)教育理念とビジョンを明確にもち、実現を目指して運営する力 

特に、(37)を育んでいくために、本研修会において身に付けたい力（P41.42 参照） 

・多様性を理解し対応する力 

・教師としてのコンプライアンスを理解・実践する力 

・今日的な教育課題を踏まえ、園の教育方針を示し発信する力 

・一人一人のよさを大事にする園の風土をつくる力 

・適切に園を管理・運営する力 

・園内の課題に気付き、探求する力 

本 

研 

修 

の 

位 

置 

付 

け 

・園運営では、管理職が一人一人の教諭を尊重して、自園の教育の質向上を目指

し、持続し発展していく資質・能力を培うことが重要となる。本研修では、具

体的な事例を通して、教師の姿から振り返ることを学び、リーダーとして適切

な園運営を行う力を付けていく。 

・研修では、新任や中堅教師に焦点を当てることで、教師の心の揺れ動きを感じ

取れるようにした。また管理職経験が様々である各園のリーダーと話し合うこ

とで、多面的な園運営を身に付けていくことができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈ねらい〉 

・一人一人の教師が自分らしさを発揮する魅力ある職場を、自園の園運営を通してイメ

ージできるようにする。 

・リーダーとして教育理念やビジョンを明確にもち、持続し発展していく園運営に必要

な力を付ける。 
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研修計画（120 分） 

時間 研 修 内 容 資質・能力との関連等 

30 分 

 

 

 

25 分 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

35 分 

 

 

 

 

 

10 分 

5 分 

1.講義 

・「一人一人のよさを大事にする園運

営」、「持続し発展していく園運営」に

ついて考える。 

2.演習①(個人演習、グループ演習） 

・自園の運営を振り返って分析しワー

クシート３(表)に書き込む。（園の強

み・弱み、環境の特色・教育の特色、

教職員構成等） その後、グループで

協議する。（5，6 人で話し合う） 

3.演習②(個人演習、グループ演習） 

・ワークシート３(裏)の事例案に沿っ

て、組織づくりとリーダーシップにポ

イントを置き、個人で付箋に書き込

む。 

・ワークシート３(裏)に個人で書き込

んだ付箋を貼りながらカテゴリーに

分け（すぐにできること、長期的な見

通しをもって取り組むこと等）グルー

プで協議をする。（5，6人で話し合い、

ワークシートを中心に発表する） 

4.まとめ（講義） 

5.研修の振り返り 

研修教材 

研修資料２ 

・文部科学省『幼児理解に基づいた評

価』を活用（第 3 章） 

 

 

 

 

 

 

〈研修を進める上での配慮事項〉  

① 自園で園運営に行き詰まっている場合でも、グループ内で気持ちをほぐして意見を出し

合える雰囲気をつくることが大事である。コーディネーターは、一人一人が前向きな気

持ちで園運営を考え協議していくように、助言する。 

② リーダーとして園運営を考えるには、管理職としての経験年数に配慮した進め方を工夫

する必要がある。 (様々な経験年数が含まれるグループ…経験が少ない園長・教諭から

の悩みをベテランが受け止めたり、どのような悩みがあるのか気付いたりすることで、

それぞれの立場なりに組織運営について学びを深めることができる。 

同じような経験年数のグループ…互いの悩みについて共感をもって受け止め、自分だ

けではないのだと感じ、教育理念や理念を明確にもち適切な園運営を行うにはどのよ

うにすればいいか、共に考えることができる。） 

●育成する資質・能力との関連 
グループ協議では、子供にとってど
うか、教職員にとってどうか、事例
案を通して多面的に考える。自園の
教育の質向上の観点から、持続・発
展していく園運営に必要なリーダ
ーシップについて様々な考えを共
有し、自分なりのビジョンを明確に
する。 

●育成する資質・能力との関連 
自園の運営を振り返り、考えを整
理する。一人一人を生かした園の
風土とはどのようなことかをしっ
かりと捉え、イメージできるよう
にする。 

●育成する資質・能力との関連 
「持続し発展していく園運営」の
捉え方は人それぞれである。それ
ぞれの考えを認め合った上で管理
職として何ができるか、どうすべ
きか等を考えて園運営を行うこと
が大切である。 
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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉   

講義の概要   

・「一人一人のよさを大事にする」とは 

・持続し発展していく園運営に向けて、求められるリーダーシップとは 

ワークシート３ 園運営を考えるための記録用紙   

① ワークシート３の目的        

・自園の園運営を振り返り「持続し発展していく」とはどのような組織なのか、様々な場

面や状況から想定し、リーダーとして目指す教育理念やビジョンを明確にする。 

・他園の事例も自分ごととして考え、多面的な視点から適切な園運営を考える。 

② ワークシート３を作成する際の留意事項 

・「何ができるか」というポジティブな視点で書く。 

・個人でできること、組織として取り組むこと、すぐに取り組めること、長期の見通しを

もって取り組むこと等、ポイントを置いて整理しながら書く。 

・事例の背景を想定し、子供にとって、教師にとって、個人にとって、組織にとって、等

の多面的な視点から書く。 

・本案では演習時間が限られているので、あらかじめワークシート３に自分の考えを書

き込んでおいて研修に参加することで、グループ協議の時間を十分確保して行うこと

ができる。また、演習①と演習②を 2 回に分けて、60 分（または 90 分）で研修を実施

するなど、柔軟に計画することもできる。 

・自園の教職員構成から考えて書いた付箋をワークシートに入れてグループで共有し、

「協働的で持続し発展していく園運営を目指すために管理職ができることは何か」に

ついて自園の教育の質向上の観点から協議する。その際、目指す園運営が、子供にとっ

て幸せか、教職員にとって幸せか、という視点も入れて協議する。 

 

ワークシート３：園運営を考えるための記録用紙（表） 

【事例案１】教職員の異動が多く、４月当初の保育が不安定になっている。あなたは園長とし

て（主任・教頭として）どのように園運営を工夫するか。（園運営に関わるか） 

園運営の工夫として何ができるか、改善の工夫 気付き、学び 

＜個人でできること＞ 

 

 

 

＜組織として取り組むこと＞ 

＜教職員それぞれの立場から考

える＞ 

 

 

＜管理職として考える＞ 
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ワークシート３：園運営を考えるための記録用紙（裏） 

【事例案２】運動会が無事に終わり、保護者・地域からの評価もおおむね良好であった。

ただ、4 歳児のある学級については担任Ａ（中堅 6 年目）が行う業務についてどれも遅れ

がちになってきた。これから園外保育、作品展等と学級単位で活動する行事が控えてい

る。あなたは園長として(主任・教頭として)どのように園運営を工夫するか。 

＊事例案は研修対象や研修の目的等によって内容を工夫するとよい。 

担任Ａに対する指導・支援 他の教職員も含めた園運営の改善 気付き、学び 

＜すぐにできること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長期的な見通しをもって

取り組むこと＞ 

 

 

 

 

 ＜すぐにできること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長期的な見通しをもって取り組

むこと＞ 

＜背景を考える＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜それぞれの立場か

ら考える＞ 

 

＜マネジメントとし

て考える＞ 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・事例から、組織の中で一人一人の教師が自分らしさを発揮するにはどうすればよいか

を再確認できたか。 

・自園の教育の質向上に必要なリーダーシップに関連付けて考えることができたか。 
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より効果的な研修実施を目指して Q＆A 

 

Q１：コロナ禍で保育参観が実施できない場合、公開保育以外の研修モデルはありますか。 

コロナ禍で保育参観できない場合、以下のようなものも活用し、研修モデル例と同様

な協議をすることも可能です。 

   ・子供の遊びや生活の様子の写真やビデオ映像 (受講生撮影・既成の保育ビデオ) 

   ・受講生の遊びの記録(紙媒体)  文部科学省発刊の資料の事例 

   ・ドキュメンテーション、保護者向け発信資料など 

 

Q２：付箋活用の型や関係性は、ファシリテーター等の研修リード役には必要ですが、研修受講

生に提示すれば、却って混乱を生むのではないでしょうか。 

活用の型を研修生に示すかどうかは、研修計画を立てる際に判断してください。   

活用の型や関係性を示すことで、受講生が協議の意義や目的、見通しをもつこともでき

るのではないでしょうか。 

 

Q３:講義を指導主事が行うことを想定しているなら、その内容も具体的にあるとよいのでは

ないでしょうか。 

幼稚園教育要領解説や幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説、文部科学省発刊

の資料、HP に、参考となる資料・動画が示されていますので活用してください。 

 

Q４：ワークシートをそのまま使うと実態に合わない場合があると思いますが、どのように活用

すればよいでしょうか。 

    ワークシートは、本来研修の目的に沿って、より研修効果を高めるために作成され

るものです。その内容は、対象者、時間などによって違ってきます。示されているワ

ークシート例をもとに、それぞれの実態に応じて活用してください。 

 

Q５:グループ演習を進める上でのポイントはあるでしょうか。 

   研修モデルは例示です。全て、この通りに進める必要はなく、補足説明部分は文部科

学省 HP の参考資料や動画の活用も考えられます。 

 

Q６:カリキュラム・マネジメントサイクルが確立している園については、流れの確認や情報提供 

で終わらないようなどのような工夫が大切でしょうか。 

各園の実態を把握しグルーピングをしておくとよいのではないでしょうか。「カリキ 

ュラム・マネジメント」は、計画、実践、振り返り・評価、改善という PCDA サイクル

を通して、各園の教育活動の質の向上を図ることが目的です。 
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カリキュラム・マネジメントサイクルの確立だけでなく、その好循環から、各園がど 

のように自園の教育活動の質の向上を図っているのか、どのように「社会に開かれた教

育課程」としているか、地域の人材や資源をどのように活用しているのか、などが重要

な視点です。この視点での情報交換・共有が必要ではないでしょうか。また、情報交換

の中で、受講生が自園でも行ってみようという意識やきっかけが生まれるようにする

には、「カリキュラム・マネジメント」への取り組みの実態を把握し、互いに影響し合

えるような状況づくりが必要です。 

   

Q７：研修時間は、どのように設定したらよいでしょうか。 

研修モデルは、目安の時間なので、実情に合わせて工夫してほしいと思います。具体

的な研修時間を示しているモデルもありますが、研修時間はあくまで目安なので、参考

にしながら実態に応じて工夫してください。   

 

Q８:研修の受講対象者によって学びが違う場合、どのように対応したらよいでしょうか。 

まずは、この研修でどのような資質・能力を保育者に育みたいのかということを踏ま

えることが大切です。そのうえで、ミドルリーダーとして取り組めることや、若手保育

者として取り組めることなどがあるので、受講生のキャリアを考慮したグループワー

クを設定してください。 

 

Q９:保育の実際を見ることが難しい場合、どうしたらよいでしょうか。 

感染症対策の観点からも、保育の実際を見ることに困難さが予想されます。それを

補うために録画、写真保育記録など活用して工夫することが大切です。研修会の内容に

合わせ、当日の午前中の保育の録画、数日前や連続した録画など、園に協力していただ

き、視点をもって撮影したビデオは、有効な教材になります。 

 

Q１０:教育委員会と福祉部局との連携は、どのようにすればよろしいでしょうか。 

予算編成の時期に、担当部局が予定される研修会についての話し合いをもち、共催

できるもの、施設の特性等に応じて開催するもの、など年間の見通しと計画をもって実

施することが大切です。近年では、幼児教育センターが中心となって、研修が企画され

る場合も多くなってきています。いずれにしても、自治体の保育者育成の目標に基づき、

研修がより効果的に行われるようにすることが大切です。 

 

Q１１：研修で大切にしなければならない視点はどのようなものでしょうか。 

まず大切なことは、研修ありきではないということです。研修者が、参加する保育

者の皆さんに、保育者としてどのような資質・能力を身に付けてもらいたいか目標を

もつことです。その目標達成のために、どのような研修を企画していくのかというこ
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とがスタートです。その際、本冊子で示している 37 の視点や各都道府県において作成

されているキャリアステージごとに応じた、保育者が身に付けたい資質・能力などを

参考にするとよいでしょう。 

 

Q１２：研修でのグループの編成はどのようにしたらよいでしょうか。 

協議事項については、まず 2 人からの対話が最も少ない人数といえます。多様な考

えを交流させさらに深めていきたい場合には、4 人から 5 人程度のグループ編成とな

ります。編成は、研修会の目的に従って、園の規模別、キャリア別など様々なグルー

プ編成が考えられます。 

 

Q１３：ビデオ研修の案で、ビデオ演習以外の方法があるのでしょうか。 

    この研修モデルは、保育者にどのような資質・能力を育てたいかという視点で作成

し、研修によってはビデオ演習も方法の一つとして掲載しています。一方、資質・能

力の育成の視点から研修会のもち方を探るために、他の研修モデルではどのような

方法・ワークシートを例示しているのかと見ることもできます。この研修にはこのや

り方、という考え方ではなく、実態に合わせて柔軟に活用してください。 

 

Q14：キャリアに応じたねらい・評価をどのように設定すればよいのでしょうか。 

    この研修モデルでは、全てのキャリアごとに提案はせず、だいたい中堅の保育者を

対象にしたねらい・内容・方法・評価を記載しています。それを目安として、キャリ

アや実態に応じて設定してください。また、研修モデルの中で新規採用者が多く受講

する可能性のあるものに関しては、ねらいや評価を例示しています。新規採用者に関

しては、いくつがあるねらいを全ての達成を考えるのではなく、段階的に捉えて工夫

してください。 

 

Q１５：コロナ禍のため遠隔研修となり、著作権の関係でビデオを活用できない場合どのよう 

にしたらよいでしょうか。 

 Q９に、実際の保育を見ることができない場合の方法として、園で撮影したビデオ

の活用について回答しています。そのように、目的をもって保育を録画したビデオは、

撮影することから学びになりますし、身近な子供や保育者の姿に親近感も生まれま

す。また、文部科学省からは、様々な指導資料が出版されています。それらは、幼稚

園教育要領の改訂に合わせて見直しをされているので、事例の活用による学びはも

とより、最新情報を得ることもできます。 
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おわりに 

 

令和 3年度文部科省委託研究の検討会は、コロナ禍により全てオンライン会議でしたが、

研究協力者の皆様のお陰で、ここに研究の成果をまとめることができました。ありがとうご

ざいます。 

幼児教育の質向上において、教員の資質向上を高める研修は欠かせません。特に、限られ

た研修の機会ですので、研修を企画する側の研修内容や方法等の工夫により、研修の場が、

受講者一人一人が自らの実践を振り返りつつ、主体的な学びの機会を得て、その資質向上に

つながっていくことが必要です。このため、本委託研究では、幼児教育を担う教員に求めら

れる資質・能力を明らかにし、その上で 12 の研修モデルを提案しています。提案した 12 の

研修モデルそれぞれに、幼児教育を担う教員に求められる資質・能力向上につながる工夫が

なされています。研修を企画立案する際の参考としていただければ幸いです。 

最後になりましたが、本研究をまとめるに当たってご協力いただいた皆様に、深く感謝申

し上げます。             

              

 神長美津子 
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令和３年度文部科学省委託 

幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究 

（幼稚園における指導の在り方等に関する調査研究） 

 
研究代表 

一般社団法人 保育教諭養成課程研究会 

理事長 無藤 隆  白梅学園大学大学院 特任教授 

 

執筆者 

■プロジェクトリーダー 神長美津子 大阪総合保育大学 特任教授 

■全体コーディネート  山下 文一 高知学園短期大学 教授 

桶田ゆかり 十文字学園女子大学 教授 

 大澤 洋美 東京成徳短期大学 教授 

島田由紀子 國學院大學 教授 

若尾 良徳  日本体育大学 教授 

 

津金美智子 名古屋学芸大学 教授 

山瀬 範子 國學院大學 准教授 

大沢  裕 松蔭大学 教授 

河合 優子 聖徳大学 教授 

後田 紀子 高知学園短期大学 教授 

宮里 暁美 お茶の水女子大学 特任教授 

田代 幸代 共立女子大学 教授 

柿沼 芳枝 東京家政大学 准教授 

箕輪 恵美 中央区立有馬幼稚園 園長 

山田有希子 東京学芸大学附属幼稚園 副園長 

小岩井 聡 文京区立根津幼稚園 園長 

大方 美香 大阪総合保育大学 教授 

中橋 美穂 大阪教育大学 教授 

杉本 圭隆 むつみこども園 園長 

奥薗みどり 大阪大谷大学 特任教授 

恒川 丹   田園調布学園大学 助教 

望月 文代  育英大学 准教授 

            結城 孝治  國學院大學 教授 

            駒 久美子  千葉大学 准教授 

            大佐古 紀雄  育英短期大学 教授   
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本報告書は、文部科学省の「幼児期の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究」の委託費

による委託業務として〈一般社団法人 保育教諭養成課程研究会〉が成果をまとめたものです。

したがって、本報告書の複製、転載、引用等は文部科学省の承認手続きが必要です。 

問い合わせ先：文部科学省初等中等教育局幼児教育課 

「幼児教育を担う教員に求められる資質・能力を高める研修モデルの開発」 

 

２０２２（令和４年）３月 

 

 

一般社団法人 保育教諭養成課程研究会 理事長 無藤 隆 

 

 

《事務局》 

高知学園短期大学  

          〒780－0955 高知県高知市旭天神町 292－26 

山下 文一 研究室 
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